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1. はじめに

　本報告の目的は，2009 〜 2011 年シーズンに開催

された国内主要大会（含むアジア選手権）における

日本一流 400m ハードル選手のレース分析を行い，

タッチダウンタイムやハードル区間の時間，速度お

よび歩数について示すことである． 

2. 方法

　複数台のデジタルビデオカメラを用いて，スター

トピストルの閃光を写した後，インターバルの歩数

と 10 台のハードルクリアランス直後の着地が確認

できるように選手を追従撮影した．撮影後，ピスト

ルの閃光を基準に各ハードルクリアランス直後の

タッチダウンタイムを読みとり，各ハードル区間に

要した時間（区間時間）を求めた．ハードル区間

歩数は，ハードルクリアランス直後の先行（リー

表 1　静岡国際陸上（2009 年）

表 2　国際グランプリ大阪大会（2009 年）
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ド）脚の着地から逆脚の接地までを 1歩目とし，次

のハードルクリアランス直前の接地までの歩数とし

た．測定区間の平均疾走速度は，ハードル区間距離

を区間時間で除すことにより求めた .

表 3　日本選手権（2009 年）

表 4　静岡国際陸上（2010 年）
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表 5　国際グランプリ大阪大会（2010 年）

表 6　日本選手権（2010 年）



－ 42 －

表 7　静岡国際陸上（2011 年）

表 9　アジア選手権（2011 年）

表 8　日本選手権（2011 年）


